
自己を高める評価力の育成を図る生活科学習づくり

-第2学年単元「あきのおくりもの大会をひらこう」の実践をもとにして-

宮　村　　　誠

1.研究課題

"反省だけならサルでもできる…"サルにかかわる真偽は別にして,巷間に流布するこのキャッ

チフレーズは,私たちヒトにとって,共感を呼ぶものである。"自分の行いを省みて一定の評価を

加えること(=反省)だけなら簡単でも,それを改め-ることは難しい…"広告は,その時代相を映

し出す鏡であり,ときに大胆に,その時どきの生活様式や考え方を先取りするものである1)。自己

管理,自己点検が唱えられる今日の社会にあって,先のキャッチフレーズは,"反省だけでは駄目

です。大切なのは,自分の反省をもとに自分で行動すること…"と,私達に語りかけている。

自分自身や自分の生活について見つめることを大切にする生活科では,「この学年の児童に可能

な自己評価の方法を取り入れること」「無理なく自然に自分自身や自分の生活について振り返/,た

り,考えたりすることができるような方法の工夫」が必要とされ,「学習の過程や終末段階での話

し合いや発表による自己評価」「質問紙に答えさせる方法による自己評価」「作文や作品の製作を通

しての自己評価」が例示されている2)。一方,くこの学年の児童にどのような自己評価の方法が可

能なのか〉く低学年の児童にどのようにして自分なりの目標や評価規準をもたせるか〉3)について

は,今後の課題として残されているというのが,現状ではなかろうか。生活科において,何をどの

ようにして自ら評価できるようにさせていくのかほ,重要な実践課題だと考えられる。

本稿では,学習への取り組みや多くの人と楽しめる工夫に対する評価の場を設定し,自己の取り

組みや工夫を高めていこうとする評価力の育成を図った第2学年単元「あきのおくりもの大会をひ

らこう」をもとに,児童が無理なく自然に取り組める評価のあり方について考察していきたい。

2.単元の概要と研究の視点

(1)単元の概要

①　単元の趣旨

本単元は,学習指導要領の目標(3)及び内容(4)の趣旨を生かしている。秋の自然に触れ,自然のも

のを用いて遊びに使うものを作ったり,みんなで遊んだりする活動を通して,多くの人と楽しめる

工夫をすることができるようにすることをねらった。おもな学習の場は,歩いて20分ほどの範囲の

学校周りに求め,通年単元「学校のまわりたん

けん」の一環として位置づけた。

②　前年度学習単元との関連

第1学年単元「あきとなかようになろう」4)

では,千個以上ものさつまいもを学級内で食べ

尽くしたり,一人一人で楽しむものを作ったり

する活動に没頭する姿が多く見られた。1年を

経た同時期の本単元では,同学年学級の人達と

楽しみたいという児童の思いや願いをよりどこ

ろとして,多くの人と楽しめる大会づくりをめ

あてに,それに沿った工夫をするなど,活動に

ひろがりや深まりを期待したいと考えた。

▲1年生のあき
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(2)研究の視点

①「自己を高める評価力」の具体像と育成の手だて

本単元では,学習への取り組み・多くの人と楽しめる工夫という2側面から「自己を高める評価

力」の具体像を設定し,3つの手だてを講じることによって,評価力の育成を試みた。

自

己

を

口同
め

る

評

価

学習への取 り組み

○活動の楽 しさ

○活動でのがん

○友達 と仲良く

【手だて3 】まつ り

多くの人と楽 しめ

力 ◎自分や友達の

◎自分の工夫を

◎新たな工夫を

を自ら高めていく

三「.を味わう。

ぼりに気付く。

活動する。

自己評価

の後に活

相互評価

【手だて1】秋の自然物を用

、た遊びの連続性を保障する。

自分の遊び→●学級での遊び

学
習
づ
　
く
り

動を振 り返る場を設ける。← 児童活動 「しののめまつ り」

る工夫を自ら高めていく児童

工夫のよさに気付く。

見直す。

考える。

程において示す工夫の状況を見

取り,承認・激励・感激・称賛

する働きかけを行う。

②活動計画と評価計画(○内の数字は時数を示す。★について事例を後述する。)

教

師

評

価

活動のまとまり お　　 も　　 な　　 活　　 動 評 価 の 場 と ポ イ　ン ト

秋のお くりもの ○木の葉や木の実を使 って遊ぶ物を作る。 行動観察　 どのような活動に発

で遊ぶ。　　 ③

自　　 分

学 級 内

○作 った物で, 遊ぶ。

○おくりもの大会でしたいことを 「こうし

展させようとしているか。

カー ド記述　 どのような遊びを

おくりもの大会 ようカー ド」に絵や文で表現する。 しようとしているか。

をしよう。　 ⑨ ★どんなことをするか発表 し合 う。

カー ド記述　 どのような工自分の工夫 ★多くの人と楽 しめる工夫を 「こうしよう

友達の工夫

ランドの準備

ランドを行い,

カー ド」へ書き加える。

○秋のおくりものラン ドの準備をする。

○東雲祭 りで, ランドを協力して行 う。

夫をしようとしているか。

J

行動観察　 工夫をどのよう

に生か しているか。

J

自分達の工夫を ○ランドを振 り返 り, 気付いたことや感 じ カー ド記述　 工夫をどのよ

振 り返る。③ たことを 「おすすめカー ド」に書 く。 うに気付いているか。

③評価力の育成状況を考察する観点

観点ア　「こうしようカード」への書き加え内容と実際の行動を比較し,見直し活動が次の行動

を高めることにどのような効果があるかについて考察する。

観点イ　「こうしようカード」への書き加え内容と「おすすめカード」への記述内容を比較し,

見直す活動が自分の行動を振り返ることにどのような効果があるかについて考察する。
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3.実践事例

(1)本時の意図

本時は,前時に記した「こうしようカード」を紹介し合い,「あきのおくりもの大会」でする遊

びを考え,話し合う活動である。多くの人数であることを明確にすることによって,遊びの工夫の

必要性に気付かせ,以後の活動へのめあてを育てていくことを意図した。

本時における《自己を高める評価力》の具体像としては,考えを発表し合う活動を通し《I自分

や友達の考えのよさに気付く力》,友達の考えをもとに《I自分の考えを見直す力〉が期待できる。

援助・指導にあたっては,個々の考えをイメージ豊かに伝えられるよう実物提示や演示を呼びかけ

たり(I),「こうしようカード」に書き加える場を設けたり(I)して,実践の意図に迫る」う

構想した。

(2)本時のねらいと評価の観点

①本時のねらい

自分のしたいことを発表し合う活動を通して,みんなで楽しめる遊びや遊び方を工夫できる。

(む評価の観点

関 心 ・意 欲 ・態 度 自分の考えを, すすんで紹介 しよ うとするか。

思　 考　　　 表　 現 みんなで楽 しむため, どの ような工夫を書 き加えているか。

環境や 自分への気付き 友達や 自分の考えの, どのよ うな よさに気付いているか。

(3)活動の流れ

学　　 習　　 活　　 動 教　 育　 的　 価　 値 援 助 ・ 指 導 上 の 留 意 点

1　 日分 の して みた い こ と 〇 日分 の してみ たい こと 1 「こ う しよ うカー ド」や作 った も

を紹 介 し合 う。 を , み んな の前 で, 伝 の (個 人) を もとに, 紹介 し合 う場

○ あ き とあそぶ え る ことが で きる。 を設 け る。 そ の際, 実 物 の提 示や演

・ドング リごままわ し ○ 友達 の紹 介を , 最後 ま 示 が で きやす い よ うに, 机 の配置 や

・め いろ　 ・宝 さが し で , 聴 き取 る ことが で 紹 介 コーナ ーな ど学習環 境 を整備 し

・木の葉 す ごろ く きる。

〇 日分 の したい ことを見

て お き, 個 別 に援 助す る。

・木 の実 とは し 2　 み ん なで楽 しめ る工 夫の必 要性 に

・ま とあて　　　 な ど 目を 向け るため , 児童達 が招 きた い

2　 み んな で楽 しめ る もの と思 って いる低 学 年児童 の数 を具体

な のか考 え る。

3　 み んな で楽 しめ る よ う

直す こ とがで きる。

○ み んなで楽 しくす ごせ

的 に絵 で示 し 「大丈 夫 ? み んなで楽

しめ る ? 」 と問 いかけ る。

3　 発言状 況 に よ り, 楽 しめ る工 夫を

に工夫 しよ うと思 うこと る工 夫を考 え よ うとす 考 え させ るた め, 「こ う し よ うカ ーー

を考 え, 話 し合 う。 る ことが で きる。 ド」 に書 き加 え る場 を設 け る。

○ あそ び ◎活 動 を見取 り, 個 別 に称 賛す る。

・もっ と考 え よ う カ ー ドは 回収 し個 の把 握 に生か す。

・多 く作 ろ う　　 な ど ◎話 し合 う際 , 教 師は各 々の工 夫を

○ あそ び方

・順番 を決 め る　 な ど

認 め る肯定 的 な働 きかけ に努め る。
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(4)児童の活動状況

本時の学習を通して,全員の児童が,みんなで楽しめる遊びや遊び方2とんぐりすもう
を記述することができた(40分の指導時間内で書けなかった児童に対し

ては,10分時間を設けた)。本時は,みんなで楽しめる工夫を自分で見

直す契機となるだけに,その記述内容・状況は,準備や東雲祭りでの取

り組みを見取ったり,その児童なりの「工夫を自ら高めていく力」つま

り「自己を高める評価力」を把握したりする上で貴重な指導資料となる。

全児童について回収後に記録した状況を示すと次の通りである。

2 - り

l　　 ぉ 果 し カ 会 ・ 二 つ し よ う カ ー ト　　 記 述 状 拐

男　 子

( 平 成 ユ 年 1 1 月 5 日 )

① ② ～ : 秋 の 自 飲 物 を 用 い た も の　 ● 用 い て い な い も の

1 ① 話 葉 , 葉 , 実 を 使 っ た 紙 芝 居　 ② と ん ぐ り ご ま

2 ● 紙 芝 居　 ② 落 葉 の め い ろ　 ● 車

3
l ① と ん ぐ り ご ま ま わ し

ユ ① ピ ー ナ ソツ の や し ろ へ え ( 到 れ な い か な あ ー ・ ぞ く ぞ く )

lJ
序 コ ム 鉄 砲 て と ん ぐ ‥い ま つ こま っ く ;) を あ て る

6
害① と ん ぐ り ご ま ま わ し

7 ① 大 き な 糞 の 皿　 ② 葉 の 看 板　 訂 葉 の 宝 探 し　 含 松 の 葉 飾 り

8
] ′吉 と ん ぐ り の や し ろ べ え

9 l ∂ ヒ ー ナ ソ ツ を 矢 に し た ま と あ て ゲ ー ム

1 0 l
】君 枝 鉄 砲 て ヒ ー ナ ソ ツ ここ あ て ろ 射 撃 ケ ー ム　 忍 や し ろ へ え

i l i
● 福 面 相 ( 福 笑 い )

出 ふコム鉄砲てとんぐりをあてる① と ん ぐ り こ ま ま わ し

1 4 ① と ん ぐ り こ ま ま わ し　 ③ や し ろ へ え

15
! ① 枝 , 実 , 葉 っ こま て 作 っ た め い ろ

16 ① コ ム 鉄 砲 て と ん ぐ り を 五 て る

17 ① 落 葉 の す こ ろ く　 ′雷 割 箸 鉄 砲 ( 的 が 葉 )　 ● ( 的 が 箱 )

18 (告 と ん ぐ り こ ま ま わ し

19 ⑦ 葉 , 木 . 実 て 作 っ た 自 分 の 顔 の 完

2 0 3 手 の り や し ろ へ え

2 - 2

女　 子

i　　 ぉ稟 し み 会 ・こ う しよ う カ ー ト　　 記 述 枚 虎

(平 成 4 年 1 1 月 5 日 )

① ③ ～ : 秋 の 自 然 物 を 用 い た も の　　 ● 用 い て い な い も の

2 1 l
① と ん ぐ りの こ ま ま わ し　 ②葉 っ ぱ の 舟 の 競 争 (息 吹 き )

22 ① 落 葉 の 首　 ② 葉 っ ぱ の舟 の競 争 ( 息 吹 き )

23 ! ① と ん ぐ りの や し ろ ぺ え

24 】 ① ゴ ム 鉄 砲 て 木 の 実 を あ て る

25 ① と ん ぐ り まわ し

26
I
l ① 落葉 や 木 の 実 の 紙 芝 居　 ② 秋 の 尻 と り　 ③ め い ろ

27 ① ピ ー ナ ッツ の 人 形　 ② ヒ ー ナ ソツ の こ ま

28 ① 葉 っ ぱ の す こ ろ く

29 ① 葉 て 実 を 飛 ば す 点 取 りゲ ーム

30 ① と ん ぐ りま わ し　 ② 軟 の お く り もの の く し

中 :② 紙 芝 居　 ② 絵　 ③ 動 物　 ④ め い ろ

32 ① と ん ぐ りこ ま　 ② や し ろへ え　 ③ と ん ぐ り の 人 形

33 ● わ りは し鉄 砲　 ● レ ッツ ゴ ー 重 さ が し

34 1 ① 松 の 葉 す も う　 ② と ん く りご ま　 ③ とん ぐ り き が し

35 1
● く し

36 ① く しぴ き ( 木 の 実 の 賞 品 )

37 ① コ ム 鉄 砲 て 木 の 実 を あ て る

38 ① 葉 っぱ の お面　 ②木 の 実 の 玉 あ て ゲ ー ム

39 ● め い ろ ゲ ー ム ( ビー 玉 )

じゅんばんり

2 - 2

男　 子

お 産 しみ 会 ・こ う しよ うカ ー ト　　 書 き加 え 状 況

た く さん の 人 が 来 て も 大 丈 夫 り　 楽 し め る 工 夫。

(平 成 4 年 1 1 月 6 日)

1
[ しの の め ま つ り が・ チ ャ ン ス。

2 [ ! と ん ぐ り を採 り, 鉄 砲 を 増 や す。

3 ゴ ム 鉄 砲 や 賞 品 の教 を い っ ぱ い 増 や す。

4
睦 くき ん 作 る・

5 l 宣 晶 や ゴ ム 鉄 砲 を 増 や す.

6 i こ ま を 増 や す。

7 】 順 番 カ ー トを 作 って , 順 番 に な っ た ら来 て も ら う。

8 I
l
】
僕 の は. 3 人 ず つ しか て きな い か ら、 順 番 の カ ー トを 作 る。

9 】
】

ま と あ て の ゲ ー ム は ん を 大 き くす る。

1 0 i 受 付 の 人 を挟 め て, 番 号 カ ー トを 配 り. そ の 番 号 を 呼ふ 。

1 -　 I
い っぱ い 作 っ て お く。

1 2
l

賞 品 の 教 を増 や す。

1 3 1 3こ ぐ ら い貰 品 を 作 る。 た く さ ん 作 る。

‖ カ ー トを 作 って , 順 番 に 遊 ん て も ら う。

15 何 こ か 作 る。

16 コ ム 鉄 砲 , と ん ぐ り. ゴ ム を 増 や す。

17 順 番 に 行 って も ら う。

18 】
とん ぐ り こ ま を 増 や す。

19 点 の 分 を. も っ と 多 くす る。

2 0 [ た く さん 作 っ て お く。 と ん ぐ りを , も っ と集 め る。

2 - 2

女　 子

お稟 しみ 全 ・こ う しよ うカ ー ト　　 書 き 加 え 状 況

た く さん の 人 が 来 て も 大 丈 夫 ?　 楽 し め る 工 夫。

(平 成 4 年 1 1 月 6 日 )

言 「 ~ ~~
舟 を た く さん 作 っ て, み ん な を お う えん す る。

2 2 た くさ ん の 人 が て き る よ う に, 時 間 を 短 く す る。

2 3 順 番 に 並 ん て も ら う。

2 4 ゴ ム 鉄 砲 の 教 を増 や し て す る。 賞 品 は も っ と作 る。

2 5 】と ん ぐ りの こ ま を増 や す。

2 6 [
紙 芝 居 を 面 白 く し た り, へ - ノ を 多 くす る。

2 7 た くさ ん 作 る。

2 8 さ い こ ろ と こ まを 何 個 も 作 っ て お く。

2 9
i l5 人 ぐ ら い まて て す る こ と に し て・ 賞 品 を 増 や す・

3 0　 !
も っ と 多 くと ん ぐ りを 採 っ て. 多 くこ ま を 作 る。

中
紙 芝 居 を 面 白 く した り, ヘ ー ン を 多 くす る。

3 2 と ん ぐ りこ ま を 多 く作 る。 来 た人 に こ ま を 作 っ て も ら う。

3 3 多 くす る。 順 番 を 挟 め て , ひ と細 ず つ す る。

3 4 と ん ぐ り を 何 個 か 増 や す。 他 の 遊 び を し て お い て も ら う。

3 5 】何 分 か ら 何 分 ま て と , 区 切 りを つ け る・

36 葉 っ ぱ や 賞 品 を 多 くす る。

3 7 ゴ ム鉄 砲 を 多 く作 る。

3 8
[ ぉ す す め カ ー トここ説 明 を 普 く・

3 9
睦 い ろ を た くさ ん 作 っ た 。・ 長 く作 っ ㌫ 蒜 云 「 ~ ~　 ~ F
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4.考察

(1)観点ア 「こうしようカード」への書き加え内容と実際の活動を比較すると,見直す

活動が,次の行動を高めることになると言えるか。

実際の活動8時間(あきのおくりものランドの準備6時間・しののめまつり2時間)の問,前頁

に掲載した書き加え内容に即した工夫を行っているかどうかを観察したところ,各児について次の

活動状況を読み取ることができた。

全体的な傾向と特徴的な児童の姿をもとに考察し,見直す活動と次の活動との関連について検討

。 一 。 l 書 き 加 え 内 容 実 . 隊　 の　 店　 勤　 の　 状　 況 関　 連

増 順 時 そ

主　 な　 観　 察　 事　 項

⑨　 C

男　 子 や
す 番

t
間

の
他

一　 な
貢　 し

1
l l

東 雲 祭 参 加 カ ー ト を 考 案 し . 配 る 。 ○

2 ● 鉄 砲 作 り に 紬 中 。 賞 品 に 流 用 ◎

3 ● 穴 開 け を 工 夫 。 多 く 作 っ た 。 ◎

4 1
● こ ま 回 し に 変 更 。 多 く 作 る 。 ○

5 ● ま つ ほ っ く り を 多 く 採 集 し た ◎

6 ● 採 集 に 熱 中 し . 多 く 作 っ た 。 ◎

7 ● 宝 の 緒 を 3 倍 程 度 に 広 げ た 。 〇

8 ● ト ー ナ メ ン ト 表 を 工 夫 し た 。 ◎

9 大 き く 的 の 画 用 紙 を 2 倍 に 広 く し た ◎

10 ● 射 撃 の 鉄 砲 を と ん と ん 作 る。 ○

1 1 ● カ イ ト に 変 更 。 カ ー ト を 配 る ○

12 ● 賞 品 ( こ ま 人 形 ) に 紳 中 す る 。 ◎

13 ● と ん く り 採 集 に 熱 中 す る。 ◎

14 ● こ ま 製 作 に 集 中 し て 取 り 組 む 1ハヽ

1 5 ● 新 た に は ん こ 押 し を 発 案 す る ○

1 6 ● 家 て も 製 作 。 修 理 用 も 用 意 。 ◎

1 7 ● 的 を 見 え や す く 作 り 直 す 。 ′「

1 8 ● 家 て の 採 集 , 製 作 が 目 立 つ 。 ◎

1 9 点 多 く カ イ ト に 変 更 。 看 板 を 発 案 。 ○

2 0 ● 多 く 製 作 し , 賞 品 に 流 用 。 ◎

2 - 2

女　 子

書 き加 え内容 実　 際　 の　 痛. 動　 の　 状 J兄 関　 連

甘

●

噸

番

- 「　- -
芸 吊

, I ~- ~ ~

主　 な　 観　 察　 事　 項
◎　 〇

一　 な
貢　 し

可 ~~

訂 ~ u~

司 一日

タイマ ーに輿 味を持ち計時。 ○

l
l

タイマー利 用を充実 する。 ◎

√ 「 魚 つりに変 更。時 間を測る。 ○

24 I
Il　　　　　　　　　 l

●
l

l
l

折 り紙 て賞 品を多 く作る。 ◎

25 !
●

1 1 こま. 賞 品を家ても作 った。 ◎

叫 ● i [ 面 白く 宝探 しに変更。 多 く作る。 ○

27 1 ● 舟吹 きに変更。 ス ター ト役。 ○

1
28 [

l
●

l
カ イ トに変更。 案内図を作 る ○

2リ
ト [ ● 1 5 人 点数 に応 lノた賞品を多 く作 る ◎

30 ● 】 賞品 を多 く作 り虎 していた。 ◎

3 1 ; ● 面 白く 宝探 しに変更。 賞品を作 る。 ○

32 1 ● [

●

よ く回るこ まを目指 して いた ◎

訂 ● プム鉄 砲をた くさん作 る。 ◎

34 】 ● ● はんこに変更。 カー ト作画。 ○

35 ● カイ トする工夫を考案す る。 ◎

36 ● l はんこに変更。 カー ト作画。 ○

37 l ● i I
l

休 み時間も賞品作 りを継続。 ◎

38

l

1 I 説　 明 分か りやすい言い方 を工夫。 ◎

していきたい。

全体的な傾向としてほ,遊ぶ道具を多く作っ

たり増やしたりしようとする工夫が実際の行動

へと具体化され,順番や時間を決める工夫は行

動化されにくかったことが挙げられる。その背

景としては,第1に,その工夫を具現化するこ

とそのものが自分自身にとって楽しいものであ

るかどうかによって行動に現れたり現れなかっ

たりすることが考えられる。第2に,実践時期

が秋の訪れの最中であり,たくさんのおくりも

のに満ちていただけに,収集活動を伴う「多く:・

増やす」工夫へ児童の目が向けられたことであ

る。このことから,児童達の工夫を引き出すた

めに『人数の多さ』に着目した本時の扱いには,

大きな問題があったと言うことができよう。自

分の学級内での遊ぶ活動を十分にとり,楽しい

から誰かを招待して大会を開こうといった思い

をかき立たせる扱いが望ましかったように考え

られる。このような思いのなかから,切実な工

夫も生まれてくるものであると推察することが

できる。

一方,賞品について見直す,増やすといfJ工

夫をした児童12・29の場合は,秋の自然物を用

いた賞品づくりに一貫して取り組んだ。そして

自分の工夫に対して,次節で述べるように極め

て高い満足感・達成感を抱いている。このこと

から,遊びそのものへの関心が薄い児12(他の

人がしているのを見ているのが好きな子)。29

(ゲームづくり完成)にとって,人数の多さほ

多くの人へ賞品をあげられることに結び付き,

行動を支え高めることになったものと考えられ

る。本時では,《人数が多いこと=大変だ》　と

構想していたが,反対に,《嬉しい》　と捉える

ことで,切実な工夫になり得たわけである。
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(2)観点イ

「こうしようカー ド」への書 き加え内容 と 「おすすめカー トつ への記述内容

を比較すると, 見直す活動が, 自分の行動を振 り返 ることになると言えるか。

しののめまつり終了後に書いた「おすすめカートつ(ぜひとも知ってほしい自分の気付きや感じ

たことを書くもの)内容をもとに,「こうしようカード」での見直す活動と行動の振り返りとの関

連について検討する。次に掲載した内容は,見直す活動に即した行動を一貫してきた児29と見直す

【関連のある記述:39名車25人】

楽しかった東雲まつり　児29

「いらっしゃい。しょう品も,いっぱいあり

ますよ-」声を大きく出したのに,だれも来ま

せん。ちょっとさびしい気もちになっていた時

Tさんが,さいしょに来てくれました。後から

後から来て,さぁがんばるぞと思いました。

=中略=おもしろいと思ってくれるかどうか心

配したのに,1年生に人気があったので,わか

りやすく書いていてよかったなと思いました。

しののめまつりについて　児21

=前略=KさんやIさんが,「がんばれ,が

んばれ」と言って,おうえんしていたので,き

ちんとしごとをしているなと思いました。=中

略=色々な先生もきてくださったりして,とて

も楽しかったので,らい年のしののめまつりの

時も,私は,人がたくさん来てくれて,楽しん

でくれることをしてみたいです。

活動とは別の行動をしてきた児21という対照的

な姿の児童のものである。共通しているのは,

「こうしようカード」で書き加えた工夫と関連

のある記述をしている点である。同様な傾向が

39名車25名に見られることから,2週間以上も

前の活動であっても,見直す活動が自分の行動

を振り返ることになり得ると言えよう。

▲　はやい　はやい　3秒でゴールだよ　▲

(3)自己を高める評価力の育成

以上の考察から,生活科学習における自己を

高める評価力の育成では,次の点をおさえた評

価の場づくりが大切だと言えよう。第1は,観

点アで見たように,「どうすればよいか?」と思考しめあてを言葉として記す手だては,実際の行

動(めあて追求の活動)になりにくく,その児童にとって楽しい活動に浸ることでめあても把握さ

れてくるということである。その点,活動を振り返る自己評価の場づくりでは,何よりも,楽しい

活動の場が保障されていなければならないと言える。第2は,観点イで見たように,実際の行動に

なりにくくとも,事前に抱いた見直しの視点が振り返る際の見方に大きく影響するということであ

る。その点,活動を振り返る自己評価の場づくりでは,作文・質問紙などの記述だけに依るのでは

なく,口頭での一言感想・何気ない会話などとの併用を図っていく必要があると言える。今後は,

児童が無理なく自然に,しかも,確かに取り組める評価について,実践を深めていきたい。
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